皆さん、こんにちは。いくつかの情報がきましたので、送らせて頂きます。
寒い日が続きます。くれぐれもご自愛下さい。市川一宏
1． ライフスキルトレーニング研修
「ライフスキルトレーニング」は、フィリピンの児童養護施設や更生施設、貧困家庭の子ども達が、日々の暮らしや人生をより豊かにする力を育むことを目的に、NPO法人アクションがJICAの支援を得て開発したプログラムです。これまでにフィリピンの960の自治体で導入され、1,600人のファシリテーターが認定されています。

そして今回、2025年11月29日（土）・30日（日）に第2回ファシリテーター養成講座を、2026年2月7日（土）・8日（日）に第3回ファシリテーター養成講座を開催することとなりました！
また、オンライン説明会も実施します！ぜひお気軽にご参加ください。

「日本にはこういうライフスキルトレーニングがないので、ぜひ国内でもやってほしい！」という現場の声に応え、アクションとJICAが連携し、日本版ファシリテーター養成講座を実施します。
教育・子ども支援の現場に属している方や、ライフスキルトレーニングに関心がある方からのお申込みをお待ちしています！

▼以下のような困りごとを抱える子どもの支援者の方に最適です
・対人コミュニケーションが苦手で友人関係に悩んでいる
・感情のコントロールが難しく、人や物にあたってしまう
・自己肯定感が低く、学習や人間関係にも影響が出ている
・好きなことや目標が見つからず、意欲が湧かない

▼オンライン説明会
日程：2025年11月8日（土）17:00～18:00
※google meetのリンクは後日お知らせいたします。

▼養成講座詳細
＜各回共通＞
■費用：無料
■定員：各回20名
■対象：
児童養護施設等福祉施設職員、教育関係者、子ども支援の現場に属している方、
子どもの支援・教育やライフスキルトレーニングに関心のある方

＜第2回ファシリテーター養成講座＞
日程：2025年11月29日（土）・30日（日）両日10:00〜18:00
場所：児童養護施設 至誠学園（JR南武線 西国立駅 徒歩15分）
申込み締め切り：2025年11月10日（月）

＜第3回ファシリテーター養成講座＞
日程：2026年2月7日（土）・8日（日）両日10:00〜18:00
場所：JICA東京（京王新線 幡谷駅 徒歩8分）
申込み締め切り：2025年12月24日（水）

▼講師
・特定非営利活動法人アクション　代表　横田 宗（よこた はじめ）
高校生の頃にアクションを設立し、31年間フィリピンで国際協力に従事。2012年からはJICAと協働で児童福祉施設職員と子ども向けの研修を開発し、フィリピン政府の認定を受ける。
受賞歴：国際交流基金地球市民賞(2010年)／メディア掲載：日本テレDayDay.特別対談 他多数

・フィリピン事務局駐在員 　山本 浩平
・日本事務局事務局長　長田幸子

▼養成講座・説明会申込みURL
https://forms.gle/2WPAwFvaXwMRRMuRA

【養成講座の注意事項】
＊申込み受付は先着順ではございません。締切後に参加の可否をご連絡します。

＊申込み多数の場合、
児童養護施設等福祉施設職員、教育関係者、子ども支援の現場に属している方
、2日連続で対面講座に参加できる方、課題提出ができる
方が優先されます。人数によってはこの条件を満たしていなくてもご参加い
ただけますので、ぜひお申し込みください。
＊申込み多数の場合、同一法人からの参加人数を制限させていただく可能性
がございます。

＜認定について＞
＊事前学習の視聴と2日間の対面講座に参加した後、締切日までに課題提出（子どもの変化調査と実施レポート）をした方には、特定非営利活動法人アクションから「ライフスキルトレーニング・ファシリテーター認定書」が発行されます。

（子どもの変化調査には子どもの個人情報は含まれません）
＊対面講座に30分以上の遅刻・早退をした場合、認定証は発行されません。

以上、皆さまからのお申込みを心よりお待ちしております！

NPO法人アクション

２．東京都福祉人材センターで実施している、東京都内最大級福祉系法人合同就職説明会
「福祉の仕事就職フォーラム」を11月15日（土）、16日（日）の２日間オンライン（メタバース空間上）で開催いたします。
今年度につきましてはメタバース空間での開催となっており120法人が出展いたします。法人ブースでは、音声やチャットを用いて採用担当者と直接会話ができ、対面時に近い双方向コミュニケーションが可能となっております。スマホやPC等から気軽にご参加いただけるイベントです。
特設サイト：https://fukushiforum-2025.com
 
つきましては、学年問わず広く学生のみなさまにイベントをご案内いただけますでしょうか。紙媒体のチラシやポスターが必要な際には別途お送りさせていただきますので、ご連絡ください。今回のイベントについては、スマホやPC等を使って気軽に福祉法人について知ることが出来るイベントとなっております。
 
イベント概要は下記のとおりです。
【出展法人による合同説明会】
　高齢、高齢/障害、障害、子供/その他、複数の5つのエリアにそれぞれ25ブース（24法人＋主催者）を出展しております。11月4日（火）～12月26日（金）まで空間は開いており、本番当日以外にも法人ブースに掲載されている資料等を閲覧可能となっております。是非ご活用ください。
【ステージコンテンツ】
11月15日（土）　13:10～14:10
「なにゆえ私が福祉職 トークライブ with はたつん」
福祉の仕事を選んだ理由、働く中で感じたやりがい、そして未来への想い。「#なにゆえ私が福祉職」という問いから、はたつんが、自身の経験をもとに“福祉職のリアル”を語ります。
 
11月16日（日）　13:10～14:10
シンポジウム「地域で輝く法人の力～ネットワークを生かした活動の魅力～」
都内２法人の職員の方々をお招きして、地域公益活動の実践をご紹介します。複数法人が協力した取り組みや住民を巻き込んだ活動など、幅広い福祉の魅力をお伝えします。
 
その他にもさまざまな職場の1日を紹介する動画やインタビュー動画、就活対策動画も公開しております。
 ==============================================
●8：45～17：30　勤務時間（☎9：00～）
社会福祉法人 東京都社会福祉協議会
東京都福祉人材センター　多摩支所　
洞谷　昌宏　（ほらたに　まさひろ）

３.地域公益実践動画「買い物ワゴン」
社会福祉法人多摩同胞会　特別養護老人ホームかんだ連雀の「買い物ワゴン」の取組みを取材し、YouTubeチャンネルで公開を開始しました。

東京でも有数のオフィス街、千代田区神田にある特別養護老人ホームかんだ連雀では、施設と地域住民が主体的に行うボランティアの活動の一つとして、買い物でお困りの高齢者の方に向けた『買い物ワゴン』を実施しています。ボランティアは買い物に同行し、棚から商品を取ったり、買い物かごをレジに運んだり、商品の袋詰めや荷物を運びながら、地域の高齢者とふれあいながら楽しく活動しています。

買い物ワゴンは、社会福祉法人だけではなく、地域のボランティアによって支えられています。そのボランティアには近隣の企業などたくさんの支え手がおり、それぞれが「地域に貢献したい」という思いが形になった素敵な取り組みです。

企業と社会福祉法人がつながった背景には、千代田区社会福祉法人との連携がありました。社会福祉法人、社会福祉協議会、そして身近な地域における地域福祉の担い手が連携した先進的な取り組みです。

ぜひご覧ください！

■「買い物ワゴン」動画視聴はこちらから！！
https://clk.nxlk.jp/m/RdFt9NogF
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
＜東京都地域公益活動推進協議会 事務局＞
社会福祉法人 東京都社会福祉協議会　福祉部 経営支援担当（阿部）

４．全社協から
「日本福祉教育・ボランティア学習学会第31回えひめ大会 前日企画ワークショップ」のご案内
　～実践者の言葉で語ろう“福祉教育の価値と創造”～
　（日本福祉教育・ボランティア学習学会ネットワーク委員会／全社協　全国
　　ボランティア・市民活動振興センター）
　住民の主体形成をめざす福祉教育の価値や意義、地域共生社会の実現に向け
た実践の可能性を、福祉教育に関わる全ての関係者が共有し協同実践につなげ
ていくために実践者自身による言語化をめざしたい。そのために、ともに語り、
議論する場としてワークショップを開催します。標記学会大会に参加しない方
も参加可能です。
【日　　時】2025年11月28日（金）13:30～16:30
　　　　　　※終了後交流会を開催（任意参加、1時間程度、会費500円は当日
　　　　　　　集金)
【会　　場】サイボウズ松山オフィス（愛媛県松山市二番町3-7-12 3階）
【参加対象】福祉教育・ボランティア学習に関わる方
【参 加 費】無料 
【締 切 日】2025年11月14日（金）正午
【プログラム】
　○趣旨説明（ネットワーク委員会）
　　梅木 博志氏（神奈川県・横浜市社会福祉協議会）
　　坂本 大輔氏（北海道・登別市社会福祉協議会）
　　伊藤 光洋氏（愛知県・江南市社会福祉協議会）
　　畑 清美氏（兵庫県・三田市社会福祉協議会）
　　牧野 大樹氏（神奈川県・横浜市港北区社会福祉協議会）
　○事例発表（質疑応答含む）
　　包摂の新しい学び創造委員会（愛媛県新居浜市）
　　高知県・本山町社会福祉協議会
　○事例を読み解く（ネットワーク委員会）
　　事例発表者とやり取りし、事例を深める
　○グループワーク（テーマは仮）
　　・福祉教育の価値・意義を表現しよう
　　・福祉教育の協同実践の可能性を語りあおう
　○グループ発表、まとめ（ネットワーク委員会）
【申　　込】下記URLよりお申込みください。
　　　　　　https://forms.gle/2MVZUwKmTgZ2qqaL7
【問合せ先】全社協　全国ボランティア・市民活動振興センター
            （担当／河邉、藤川、相澤）
　　　　　　TEL：03-3581-4656　FAX：03-3581-7858
　　　　　　E-mail：vc00000@shakyo.or.jp

◆「2025年度社会福祉協議会管理職員研修会」のご案内～ワンランク上の管理職員をめざして～（全社協　中央福祉学院）
　部下の育成や組織運営に戸惑っていませんか？
　本研修会は、ワンランク上の管理職をめざし、「右腕の育て方」「インバスケット研修」「人材改造計画」など、多彩なプログラムを展開し、強くしなやかなリーダーとしての実践力を磨きます。
【日　　程】2025年12月7日（日）～9日（火）
【会　　場】全社協　中央福祉学院（ロフォス湘南）　（神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-44）
【受講対象】都道府県・指定都市・市区町村社会福祉協議会の管理職員
【受 講 料】39,600円
【締 切 日】2025年11月14日（金）
【主な内容】
　受講者から提出された事前課題の内容も活用し、講師からの講義と受講者同
  士のディスカッション、ケーススタディを組み合わせて進めます。
〔講師〕丸山 法子氏（リエゾン地域福祉研究所（株式会社Rensa 福祉事業部）代表）
        山下 興一郎氏（全社協 中央福祉学院 主任教授）
        高橋 良太（全社協 地域福祉部 部長）
【詳細・申込】下記URLをご覧ください。
　　　　　　　https://www.gakuin.gr.jp/training/prefecture_administraror/
【問合せ先】全社協　中央福祉学院（担当／西村、藤井　副部長／玉置）
　　　　　　TEL：046-858-1355

◆全国で「福祉の就職総合フェア」を行います（11月分）（全社協　中央福祉人材センター）
　都道府県福祉人材センター及び福祉人材バンクにおいて、福祉のお仕事に関する就職総合フェアを行います。
  各都道府県内の求人事業所がブースを出し、福祉の職場や仕事内容の説明をしたり求職者の質問に直接お答えします。その他、福祉の仕事や就職活動の理解を深めるセミナーや事業所職員によるトークセッション、介護ロボット展示、転職時の資金の貸付事業（介護分野就職支援金貸付事業等）の案内等、さまざまなプログラムが行われています（開催都道府県により内容は異なります）。
　下記URLより詳細が確認できますので、ご興味のある方はぜひご参加ください。ご不明な点は、各センター・バンクにお問合せください。

【掲載内容】2025年11月分
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
            https://www.fukushi-work.jp/news/detail_67.html
■ 他団体からのお知らせ等
◆〔【1次】11/26応募締切〕「令和8年度 子どもゆめ基金助成金」のご案内
　（独立行政法人国立青少年教育振興機構）

　本助成は、未来を担う夢を持った子どもの健全な育成の一層の推進を図ることを目的としています。
　(1)子どもを対象とする体験活動や読書活動、(2)子どもを対象とする体験活動や読書活動を支援する活動への助成です。スポーツ・文化芸術活動、防災教育やSDGsの推進等への体験活動は、各分野の趣旨を参考に申請してください。

【助成対象団体】社団法人、財団法人、特定非営利活動法人、法人格を有しな
                い地域のグループ・サークルなど、青少年教育に関する活動
                を行う民間の団体
【助成対象活動】(1)子どもを対象とする体験活動や読書活動
                   ・自然体験活動、科学体験活動、交流を目的とする活動、
                     社会奉仕体験活動、職場体験活動、総合・その他の体
　　　　　　　　　　 験活動
                   ・読書活動
　　　　　　　　(2)子どもを対象とする体験活動や読書活動を支援する活動
　　　　　　　　　 ・フォーラム等普及活動・指導者養成
【助成対象経費】活動を実施するために真に必要な経費（謝金、旅費、雑役務
　　　　　　　　費、その他の経費）
【助成対象の活動期間】2026年4月1日～2027年3月31日
　　　　　　　　　　　※２次募集の活動開始は2026年10月1日以降。
【助成金額】・全国規模：24都道府県以上で参加者を募集する活動（1活動あ
　　　　　　　たり上限600万円）
・都道府県規模：都道府県下全域またはそれを越えて参加者を募集する活動（1活動あたり上限200万円）
・市区町村規模：上記以外の活動（1活動あたり上限100万円）
【締 切 日】1次募集：募集中～11月26日（水）※17:00締切
　　　　　　2次募集：2026年5月1日（金）～6月23日（火）※17:00締切
【説明動画】
　概要や申請の流れ・ポイントを説明した動画をHPに掲載しています。申請を検討いただく際はご確認ください。
　https://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/index.html
【オンライン個別相談会】
  令和8年度一次募集のオンライン個別相談会を開催します。申請を検討されている方、ご不明な点がある方はぜひご参加ください。
  https://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/setsumeikai/index.html
　（日時）2025年11月6日（木）、11月19日（水）
　　　　　昼の部／14：00～16：00
　　　　　夜の部／18：00～20：00
　　　　　※各団体の個別相談目安時間は10分です。申込後、相談開始時間をお知らせします。各団体の個別相談開始の10分前からの受付を予定しています。
　（締切日）各開催日の2日前の17:00
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
　　 　　　 https://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/index.html
【問合せ先】独立行政法人国立青少年教育振興機構 子どもゆめ基金部
            子どもゆめ基金フリーダイヤル：0120-579-081（平日9:00～17:45）

◆「改正住宅セーフティネット法と『居住サポート住宅』セミナー」のご案内
　（広島県社会福祉士会）
　少子・高齢化による人口減少や、外国人労働者の活用等による国際化が進み、高齢者、障害者、外国人等の住宅確保要配慮者が増えています。
　本セミナーは、家主、不動産会社、管理会社、居住支援法人、行政等が相互理解を深めて協働して「居住サポート付き住宅」等を通して住宅確保配慮者を支援するとともに、新規の居住支援法人の希望者への相談支援、市町居住支援協議会の活動に資することを目的として開催します。あわせて「広島居住支援法人連絡会（仮称）」の組織化の一助といたします。

【日　　時】2025年11月13日（木）13:30～16:30
【開催方法】会場参加とオンライン（Zoom）のハイブリッド開催
【会    場】広島県社会福祉会館　会議室1・2　（広島市南区比治山本町12-2）　
【参加対象】不動産会社、管理会社、家主、居住支援法人、福祉関係者（障害者相談支援事業所、在宅介護支援事業所、児童養護施設、福祉事務所、児童相談所、病院地域連携室ほか）、弁護士、行政（福祉、住宅、国際）、生活困窮者支援・居住支援に関心がある方
【参 加 費】無料
【締 切 日】2025年11月5日（水）
【主な内容】
　○報告：
　（1）改正住宅セーフティネット法の施行について
       岡田 修治氏（国土交通省住宅局安心居住推進課 課長補佐）
  （2）不動産系居住支援事業者の取り組み
　　　 冨士 井靖之氏（（株）良和ハウス資産活用部）　　
　（3）福祉系居住支援事業者の取り組み
　　　 岡崎 仁史氏（（公社）広島県社会福祉士会 居住支援センター長）
　（4）居住支援シェアハウスsanpoの取り組み（仮題）　
　　　 竹葉 正和氏（株）マリモソーシャルソリューションズ）
  （5）安否確認の方法（(株)R65）
【申    込】下記URLよりお申込みください。
　　　　　　https://forms.gle/tJJnAsNrwXCxFBESA
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
            https://hacsw.jp/events/event/125354/
【主　　催】広島県社会福祉士会、（株）マリモソーシャルソリューションズ、（株）R65、広島居住支援法人連絡会（仮称）準備会（予定）
【問合せ先】広島県社会福祉士会 居住支援センター（担当／岡崎 仁史）
　　 　　　 TEL：082-296-4152、緊急連絡：090-6402-3019


◆KHJ11月研修会「本人の視点を尊重する医療的支援・心理的支援」のご案内
　～オンライン開催～（特定非営利活動法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会）

　全国唯一のひきこもりの当事者団体であるKHJ全国ひきこもり家族会連合会では、本年1月に厚生労働省から発刊された「ひきこもり支援ハンドブック」に基づき、今年度の研修を開催しています。
　11月の研修科目から「支援・実践編」として、具体的な支援実践をともに考えます。今回は、第4章「ひきこもり支援のポイント」に基づき、医療的支援・心理支援を学びます。プロセスレコード手法を用いて医療的支援・心理支援、ひきこもる本人・家族とのコミュニケーション演習も行ないます。

【日　　時】2025年11月23日（日）9:30～13:30
【開催方法】オンライン（当日のオンライン参加、開催後のオンデマンド配信）
【参加対象】どなたでも参加できます。
            ・ひきこもりの支援活動に携わり、実際にひきこもりのケースを有している方
　　　　・ひきこもり支援に関心のある方 など
【受 講 料】・当日オンライン参加／1講座1名5,500円
　　　　　　・開催後のオンデマンド配信／1講座1名5,500円
　　　　　　・当日参加とオンデマンド配信の両方／1講座1名8,800円
　　　　　　※研修会は個人での申込みになります。事業者で複数名参加の場
　　　　　　　合でも、お一人ずつお申込みください。
            ※オンデマンドの配信開始は、開催後およそ1か月後の予定です。
【締 切 日】2025年11月21日（金）
【内　　容】○ハンドブックにおける医療的支援
　　　　　　〔講師〕山﨑 正雄（精神科医／高知県ひきこもり地域支援センター 所長）
　　　　　　○本人と家族のエンパワメントを促す心理支援アプローチ
    　　　　〔講師〕徳丸 享氏（公認心理師・臨床心理士／立正大学心理学部 准教授）
　　　　　　○演習：プロセスレコードを用いた本人・家族の理解
　　　　　　〔講師〕斎藤 まさ子氏（精神看護学／長岡崇徳大学 客員教授）
【申込方法】必ずメールでお申し込みください（下記（1）～（7）を明記）。
　　　　　　E-mail：lecture@khj-h.com
（1）名前（ふりがな）（2）所属（3）郵便番号・住所（4）電話 番号（当日連絡先）（5）参加者のメールアドレス（6）受講希望月および参加形式（当日参加／オンデマンド配信／両方参加）（7）請求書や領収書の有無（必要な場合は、宛名と但し書き記入） 
※一つの事業所で複数名参加の場合、参加者全員の名前と個々のメールアドレス・電話番号もお書き添えください。
【月別研修内容】※締切日：研修開催日の5日前の火曜日
＜基礎・理念編＞ 
　 ① 7月27日（日）ハンドブックに基づくコミュニティ・インクルージョン、社会モデル　※終了
   ② 8月24日（日）ハンドブックにおける本人支援・家族支援  ※終了
　 ③ 9月21日（日）ハンドブックにおける支援の理念と倫理、本人の尊重　※終了
　 ④10月26日（日）KHJ家族会と研修参加者の交流会（オンデマンド配信の申し込みが可能です）
＜支援・実践編＞
　 ⑤11月23日（日）本人の視点を尊重する医療的支援・心理的支援
　 ⑥12月14日（日）本人・家族の生活を支えるソーシャルワーク実践
　 ⑦2026年2月1日（日）困難事例とワークショップ（対話を用いた関係づくりワーク）
    ※研修時間は毎回9:30～概ね13:30まで（研修科目によって終了時間が若干異なります）
    ※本研修会終了後にオンデマンド配信を予定しております。
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
            https://www.khj-h.com/news/training/10294/
【問合せ先】特定非営利活動法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会 本部事務（担当／深谷）
　　　　　　東京都豊島区巣鴨3-16-12-301
　　　　　　E-mail：lecture@khj-h.com
　　　　　　※お問い合わせは記録のため、全てメールで対応いたします。

◆「秋田県藤里町社協・菊池まゆみ氏講演会」 のご案内
　私たちが創る地域共生社会　～ひきこもり者等の活動支援について～
　（和光市社会福祉協議会／社協法人化45周年記念和光社会福祉大会実行委員
　　会）
和光市社会福祉協議会法人化45周年を記念し、秋田県藤里町社会福祉協議会
会長の菊池まゆみ氏をお招きし、記念講演会を行います。ぜひご参加ください。

【名　　称】和光市社会福祉協議会法人化45周年記念講演会
【日　　時】2025年12月3日（水）14:30～16:00
【会　　場】和光市民文化センター サンアゼリア小ホール
　　　　　　（埼玉県和光市広沢1-5）
【参加対象】どなたでも参加できます。※手話通訳あり
【参 加 費】無料
【定　　員】200名 
【締 切 日】2025年11月30日（日）
【講　　師】菊池 まゆみ氏（秋田県・藤里町社会福祉協議会 会長／秋田県社
　　　　　　会福祉協議会 副会長）
【申    込】電話または詳細ページのGoogleフォームからお申込みください。
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
            http://www.wako-shakyo.or.jp/topics/detail.php?eid=00378
【問合せ先】和光市社会福祉協議会
　　　　　　TEL：048-452-7111

◆「第38回ニッセイ財団 高齢社会シンポジウム」のご案内
　　高齢社会を共に生きる
　　～私たちのまちの地域共生社会づくり～
　（公益財団法人日本生命財団（ニッセイ財団））

　ニッセイ財団では、長年にわたり「共に生きる地域コミュニティづくり」をテーマに活動・研究への助成を続けています。そして、この助成の社会への還元を目的に1987年より東京・大阪にてシンポジウムを交互開催しています。
　今年度は東京・神保町において、ハイブリッド形式にて開催します。今回の発表は2023年度に採択した4団体です。
【日　　時】2025年12月13日（土）13:00～17:00
【開催方法】会場参加とオンラインのハイブリッド開催
【会　　場】TKPガーデンシティPREMIUM神保町
　　　　　 （東京都千代田区神田錦町3-22 テラススクエア3階）
【参 加 費】無料
【定　　員】会場参加／150名、オンライン参加／1000名 ※先着順
【締 切 日】会場参加・ハガキでの参加申込／2025年12月4日（木）
オンライン参加／2025年12月8日（月）
【主なプログラム】
　○基調講演：2040年を展望し、地域共生社会を考える
　〔講師〕伊原 和人氏（厚生労働省　厚生労働事務次官）
　○実践報告：地域福祉チャレンジ活動助成成果報告
　　①団地を中心とした共生のまちづくりプロジェクト
　　　社会福祉法人京都福祉サービス協会（京都市中京区）
　　〔アドバイザー〕野口 典子氏（中京大学 名誉教授）
　　②互助会連動型くらしあんしんサポート事業の創設と広域実施
　　　NPO法人知多地域権利擁護支援センター（愛知県知多市）
　　〔アドバイザー〕原田 正樹氏（日本福祉大学学長・教授）
　　③認知症カフェ動画プロジェクト「まちかどピクチャーズ」　
　　　認定NPO法人市民セクターよこはま（神奈川県横浜市中区）
　　〔アドバイザー〕市川 一宏氏（ルーテル学院大学 名誉教授）
    ④当事者と専門職の連携による「きこえの健康支援体制」の構築事業
　　　社会福祉法人ひょうご聴覚障害者福祉事業協会（兵庫県洲本市）
　　〔アドバイザー〕宮城 孝氏（法政大学 教授）
上野谷 加代子氏（同志社大学 名誉教授／日本医療大学教授）
　○総合討論：私たちのまちの地域共生社会づくり
　〔コーディネーター〕原田 正樹氏
　〔コメンテーター〕白澤 政和氏（国際医療福祉大学大学院 教授）
　〔シンポジスト〕実践報告者
【詳細・申込】下記URLをご覧ください。前日の12月12日（金）は、研究者の成
　　　　　　　果発表（第32回ワークショップ）を開催しています。
　　　　　　　http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/kourei/03.html
【問合せ先】公益財団法人日本生命財団 シンポジウム・ワークショップ事務局
　　　　　　E-mail：kourei-fukusi@nihonseimei-zaidan.or.jp TEL：06-6204-4013（10:00～17:00）


